
阿蘇くじゅう国立公園（阿蘇地域）

公園計画の変更（一部変更）

第３８回自然公園等小委員会 諮問案件 資料 ３－３



１．阿蘇くじゅう国立公園（阿蘇地域）について

２．今回の変更内容について

３．パブリックコメント等への対応について

１

御説明の流れ（レジュメ）



１．阿蘇くじゅう国立公園（阿蘇地域）について

２．今回の変更内容について

３．パブリックコメント等への対応について

２

御説明の流れ（レジュメ）



３

阿蘇くじゅう国立公園（阿蘇地域）の概要

指定：昭和９年１２月４日
面積：５４，３６８ha（公園全体：７２，６７８ha）

阿蘇くじゅう国立公園（阿蘇地域）

１．阿蘇くじゅう国立公園について

阿蘇くじゅう国立公園

昭和９年（１９３６年） 阿蘇国立公園指定
昭和54年（１９７９年） 阿蘇地域 再検討
昭和61年（１９８６年） 公園計画第一次点検

阿蘇くじゅう国立公園へ名称変更
平成７年（１９９５年） 公園計画第二次点検
平成21年（２００９年） 公園計画第三次点検
令和１年（２０１９年） 公園計画一部変更
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阿蘇くじゅう国立公園（阿蘇地域）の概要
１．阿蘇くじゅう国立公園について

I. 草原のかほり、火山の呼吸。
風が遊ぶ感動の大地
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● 利用施設計画の追加、変更
・国立公園満喫プロジェクトの実行計画にあたる「阿蘇くじゅう国立公園満喫プ
ロジェクトステップアッププログラム2020」に位置付けられた施策を推進する
ため、単独施設の追加及び道路（歩道）の変更を行うもの。

【今回追加等案件】
単独施設：新規２件（宮坂園地、数鹿流ヶ滝園地）
道路（歩道）：変更１件（高森南阿蘇山上線）

今回変更のポイント
２．今回の変更内容について
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阿蘇くじゅう国立公園満喫プロジェクト
２．今回の変更内容について

７

利便性の向上、利用環境の改善
＞九州運輸局との連携によるアクセスに便利なマップコード記載ガイドマップの配布
＞二次交通改善のための定額タクシー設定（大分～由布院）
＞地方銀行との連携によるキャッシュレス化促進
＞多言語コールセンターの設置
＞ビジターセンター等における主要な利用拠点でのWifi整備
＞サイクリング等の安全確保のための道路の拡幅

景観の保全と改善
＞優れた展望スポットにおける通景伐採(南阿蘇VC前等)
＞道路沿いの老朽化した牧柵の撤去と景観配慮型への改修
＞30年ぶりの草千里ヶ浜における野焼き実施
＞園地における電柱移設により優れた眺望の確保

草原景観の持続的な利用の推進
＞フィールドミュージアムの拠点整備と利用方針の検討
＞観光利用の牧野への還元（牧野ガイド）

ナショナルパークとしての利用環境の改善・向上特徴②

（目標）外国人利用者数 68万人(2015年) → 140万人(2020年)

＞地元メディアと連携したラグビーＷ杯誘客キャンペーンの実施
＞ツーリズムEXPOジャパンへの出展
＞戦略動画の製作及びYouTube発信

世界最大級の阿蘇カルデラ、千年以上も継続された営みで作られた草原、変化に富むくじゅう連山の雄大で
上質な景観空間を保全するとともに、その空間を活用した様々な体験を通じて利用者に感動を演出

阿蘇くじゅう国立公園の優れた火山・草原景観を十分に堪能できる利便性の高い利用環境へ改善・向上

海外在住の人々に対して、阿蘇くじゅう国立公園の魅力を伝える効果的な広告・宣伝を展開

野焼きの実施

天空ヨガ

南阿蘇VC前の通景伐採

阿蘇くじゅう国立公園をデスティネーションとさせるプロモーション特徴③

景観配慮型の牧柵

火山・草原景観を楽しむアクティビティ、プログラムの開発
＞天空ヨガ、月夜のホーストレッキング、星空トレッキング、
食べまわりサイクリング等の新たなアクティビティの展開
＞世界的な和太鼓アーティスト「DRUM TAO」とコラボ
した劇場・体験施設の整備
＞多様なニーズに対応するグランピングの事業化
＞新たなトレッキングルートの整備

特徴① 火山と草原の雄大な景観の感動体験！

電柱移設による眺望づくり 北外輪フィールド
ミュージアム構想
（イメージ）

星空ツアー

食べまわりサイクリング

グランピングの事業化

農閑期牧野の観光利用
（牧野ガイド）

キャッシュレス化

サイクリング帯の拡幅

菊池渓谷

くじゅう連山

南阿蘇
一帯

至 宮崎空港

至 熊本空港

至 熊本駅

至 福岡空港

至 大分空港

至 大分駅

ぐるっとくじゅう周遊道路周辺
長者原と
タデ原湿原

大観峰カルデラ景観

草千里ヶ浜のレストハウス

大観峰

草千里ヶ浜

由布別府
鶴見岳周辺

南阿蘇一帯

北外輪山
東部

久住高原

久住高原

やまなみハイウェイ

やまなみハイウェイ

阿蘇
山上地区

ビューポイント

＞地割れ等を保存した震災遺構を整備。学習旅行や観光プログラムに活用
＞公園利用の情報発信のみならず、防災教育にも活用できる
阿蘇山上ビジターセンターを整備

災害も自然の営みの一つとして、その教訓を踏まえ、安全対策等を実施
熊本地震等の経験を踏まえ、安全に楽しめる場に特徴④

戦略動画の配信 阿蘇くじゅう番組の豪州・NZ放送震災遺構（イメージ）

利用拠点でのWifi整備
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単独施設：宮坂園地の追加（熊本県阿蘇市）
２．今回の変更内容について

・草原を活用した自然に親しむ場とし
て、牧野の草原や湿地を探勝するた
めの整備を図る。〔普通地域〕

③北外輪山東部
（ⅰ）上質な景観の保全
・フィールドミュージアム構想に基づき、阿蘇を代表する雄大な草原景観
の維持を図ります。
（ⅱ）インバウンド・滞在客の増加対策
・フィールドミュージアム拠点施設の整備を検討します。

※フィールドミュージアム構想

阿蘇くじゅう国立公園全体をひとつの大きな博物館としてとらえ、草原空間を核
とした様々な個々の魅力を発掘・連携

阿蘇くじゅう国立公園ステップアッププログラム（抜粋）

当該地の様子（草原内に位置する宮坂湿地）

追加－宮坂園地

阿蘇山
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阿蘇におけるフィールドミュージアム構想について
２．今回の変更内容について

宮坂園地

阿蘇山

北側外輪山の様子

阿蘇市が取り組みの主体となり、阿蘇草原保全活動センターを活動
の中心として、まずは北側外輪山において、環境学習やツアー、草
原景観の維持活動を実施。

宮坂園地はフィールドワークの拠点として、小規模な歩道、看板など
の整備を図る。

北外輪山

阿蘇草原保全活動センター
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単独施設：数鹿流ヶ滝園地の追加（熊本県阿蘇郡南阿蘇村）
２．今回の変更内容について

追加－数鹿流ヶ滝園地

・数鹿流ヶ滝周辺の探勝及び熊本地震で
出現した断層等を保存し探勝するための
園地として整備。〔普通地域〕

③熊本地震からの復興
（ⅰ）震災を踏まえ、新たな観光資源の活用等
・活断層や地割れなどの震災遺構を自然公園施設の一部として
保存し、観光プログラムに盛り込むなど国内のみならず外国人
観光客にも対応する学習旅行やツアーの開発を検討します。

断層面

東海大学 校舎

阿蘇くじゅう国立公園ステップアッププログラム（抜粋）

阿蘇山 数鹿流ヶ滝

当該地の様子（東海大学阿蘇キャンパス内の断層）

数鹿流ヶ滝

東海大学阿蘇キャンパス）

断層（園地整備箇所）
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道路（歩道）：高森南阿蘇山上線の変更
２．今回の変更内容について

変更－高森南阿蘇山上線

・南阿蘇集団施設地区及び南阿蘇から
阿蘇中岳への登山路として整備する。
〔第1種特別地域、第3種特別地域、普通地域〕

区
間
追
加

起点－熊本県阿蘇郡南阿蘇村
（倶利伽羅ルート第一駐車場）

終点－熊本県阿蘇郡南阿蘇村
（砂千里・歩道合流点）

当該路線の様子

阿蘇山

阿蘇くじゅう国立公園ステップアッププログラム（抜粋）

①阿蘇山上地区（草千里ヶ浜・中岳火口）
（ⅲ）熊本地震からの復興
・阿蘇山上給水施設や登山道路（車道）、登山道等の早期復旧を図ります。
・草千里ヶ浜を周遊できる烏帽子岳の登山道の復旧を進めます。
・中岳火口園地の修復、安全確保を図ります。
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道路（歩道）：高森南阿蘇山上線の変更
２．今回の変更内容について

倶利伽羅大滝

起点：倶利伽羅ルート第一駐車場

清水の滝

車道
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●概要
・実施期間 平成３１年５月９日（木）～６月７日（金）

・意見募集の結果
【意見提出数】
電子メール、郵送、FAX 計 １ 通
【整理した意見数】
今回の変更案にかかるもの 計 ０ 件

パブリックコメントへの対応について
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